
獣

医

師

の

目

 

【

牛

】

宮

本

 

翔

也

 

 

ス

ト

レ

ス

行

動

の

把

握

を 

 

近

年

、
ア

ニ

マ

ル

ウ

ェ

ル

フ

ェ

ア

（

Ａ

Ｗ

）

に

配

慮

し

た

家

畜

の

飼

養

管

理

が

国

際

的

に

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。
東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

・

パ

ラ

リ

ン

ピ

ッ

ク

で

は

、

畜

産

物

の

調

達

基

準

に

、
快

適

性

に

配

慮

し

た

家

畜

の

飼

養

管

理

が

求

め

ら

れ

ま

し

た

。

今

後

、

和

牛

な

ど

の

輸

出

拡

大

を

行

う

上

で

は

、
国

際

基

準

を

満

た

し

た

家

畜

の

飼

養

管

理

が

必

要

に

な

っ

て

い

く

と

思

わ

れ

ま

す

。

 

 

Ａ

Ｗ

の

配

慮

に

は

健

康

状

態

を

把

握

す

る

こ

と

が

重

要

で

す

。

そ

こ

で

今

回

は

、
牛

が

示

す

具

体

的

な

ス

ト

レ

ス

行

動

に

つ

い

て

紹

介

し

ま

す

。

 

 

子

牛

の

柵

を

か

じ

る

行

動

は

、

吸

乳

の

不

足

な

ど

の

欲

求

不

満

か

ら

発

現

し

て

お

り

、
好

ま

し

く

な

い

行

動

と

さ

れ

て

い

ま

す

。
ま

た

、
こ

の

行

動

は

単

飼

で

多

い

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

方

、

肥

育

牛

舎

な

ど

で

飼

養

ス

ペ

ー

ス

が

過

密

状

態

に

な

る

と

、
牛

は

舌

遊

び

な

ど

の

異

常

行

動

の

発

現

や

闘

争

な

ど

が

発

生

し

、
生

産

性

の

低

下

を

招

く

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

 

 

Ａ

Ｗ

を

向

上

さ

せ

る

た

め

に

は

、
最

新

の

施

設

や

設

備

が

必

要

だ

と

思

わ

れ

る

方

も

多

い

と

思

い

ま

す

が

、
実

際

に

は

す

ぐ

に

実

行

で

き

る

こ

と

は

た

く

さ

ん

あ

り

ま

す

。

例

え

ば

、

定

期

的

な

削

蹄

に

よ

る

蹄

病

の

予

防

や

、
施

設

の

適

切

な

消

毒

に

よ

る

病

原

体

の

拡

散

の

防

止

な

ど

も

、
疾

病

の

リ

ス

ク

を

減

ら

す

と

い

う

観

点

で

い

え

ば

、
Ａ

Ｗ

の

向

上

に

つ

な

が

っ

て

い

る

と

思

い

ま

す

。

 

 

（

Ｎ

Ｏ

Ｓ

Ａ

Ｉ

岡

山

 

北

部

基

幹

家

畜

診

療

所

技

師

）

 

   

 

子

牛

の

柵

か

じ

り

行

動

は

ス

ト

レ

ス

行

動

の

一

つ

 


